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を 実 現 す べ
く礼を整え、
そ れ を 人 々 に も 実 施 さ せ 、
孝心を
実 現 さ せ た 。 こ の よ う に
万人が抱く思いを礼によって実現







































な れ ば 、
其の相い感ずる所以の者は固より自然の符な




















































を 実 現 さ せ る と す る 。


















後 王 を 視
ること先王の如し。治教を之







以 な り 。
「 帝 に
事え
」「 先 を
祀る
」は
、
礼の最も重き所
(26) 
な り
。[25]
民が思慕する神の祭祀を王者が司り、
人々に臨めば、
民
は王者を天の如く見て、
王者の命令を民は
スムー
ズに
実行
に移し、
容易に国は治まるとし、
政治におけ
る祭祀の重
要
(88) 
性を
説
くのである。
このよ
うに
会沢
は、
道が礼に
備わ
るとし、
礼を行わせる
ことで、
人々に道を
修
めさせ、
天下
国 家
を 治
めようとした。
これが、
物を成し、
外内を合することであり、
その基本は
人々に
祖 先
祭祀
を行わせ、
君 主
が天地
に対する
祭
礼を行う
ことにあった。
会沢
はそれらの
祭祀
を基本
とする政
治
の 実
現を
求め
たのであった。
以上、
会沢正志斎
の
「中庸釈義
」
を 検
討し
てきた。
会沢
は「
中庸」
の 主
旨を修
道のための教
えとし、
己を
成し、
物
を成し、
外内を合して
誠になる
聖人
の教
えが全
篇を
通じ
て
記されているとした。
学問
の目的は
誠に
なることとされ、
それには、
まず、
知
の徳で
学問思
辮
し 善
を 明
らかにし、
そ
の 善
を仁の徳で
篤く
行い、
勇
の徳で
善
を
完成
し、
自ら道を
修め
る。
さらに、
民に
臨み、
道を礼という規
範に
して
民に
示し、
礼に従
い行動させることで
万
人に道を
修
得させる。
こうして
誠が
実現
するとされた。
『中庸」
は、
自 己
修養
を基本とする政
治
の教
本で
あり、
会沢
は
学
者に政
治
的 実 践
を 強
く
求め
た。
そのため
学問
の追
究対
象で
ある
善
は父子・君
臣
などの人間関係
に関する礼、
おわりに
郊社諦嘗
など神々との交流に関する礼についてであり、
そ
れは人々の行動の規
範
となるものであった。
また、
その
善
の根 源
も「
格物
致知」
のような
思弁に
求
めず、
誰
もが素
朴
に 抱
く 祖
霊とした。
誰
もが経
験す
る近
親者の死に対する行
動を規定し、
親の死、
ひいては自らの死に解釈を与えるこ
とで、
人々
の死に対する不
安
を 和
らげる。
そして、
祖 先 祭
祀に
よって
祖霊に対する行動を
一
致さ
せ、
その行動を生者
に応用しよう した。
さらに、
国の神々を王者が
祀
ること
によって、
人々
にも
国 家
の神々を敬信
させ、
神々に対する
敬意・行動を基
礎
にした
国
家統治
を目指したのである。
このような
「中庸」
理解
を
学問
の基
礎と
し、
会沢
は自ら
を 律
し、
教育・政
治に
臨んだのであった。
そして彼の行動
を重
視
する思
想は
、
幕末
の動乱にあって、
世の
中を動かす
原動
力となったのである。
今 回
は
紙幅
の都合で
検討
できなかったが、
会沢
の日本近
(27) 
世思
想史
上の
位置づ
けについては
今後の
課
題としたい。
注(1)
会沢
の経
学
につ
いての
論文
は、
間嶋潤
一
「会沢正志斎
『読
周官」
におけ
る大宰に
つい
て
」
（『
香川大
学国文研究」
十号、
一九
八五）、
同
「会沢正志斎
の周
礼
学に関する覚
書ー
「代天
(89) 
エ」
の意義と
『周礼
l」(
『鈴木惇
一
教授退
官記念論文集
」、
教
育出
版社、
一九
八六）
があり
、
また
同氏
には
「会沢
正志斎
「読周官
l
訳注
稿(
-)
＼
（九）
」
（「
香川大学国文研究」
十八
＼二六
・
三六
号、
一九
九三
＼二0
01
·
ニ0
1
―
)がある
。
参照。
(2)
藤田幽谷
の教え
は、
瀬谷
義彦
『會澤正志齋」
（文教書院、
一
九四二）
第二章
「停記的考察」
参照。
また
、
同書に
は会沢
の
「及門遺範」
の訓読が
附される。
あわせ
て参
照した。
(3)
東京大
学に
は無
窮会本
の複
製が所
蔵される。
(4)
拙論
「会
沢正志斎
の祭
天思想」
および
「会沢正
志斎
の祖
先
祭祀
の
思想」
（『
人間科学
常盤大学人間科学部紀要
j
第三0
巻
第一
号・第
二号
、
二0
ニ―
．二
0-
三
）
で会沢
の思
想を検
討
したが、
会沢
の経
書解釈
の検
討が不
足して
いた
。
参照。
(5)
拙論
「會
澤正志齋
「中腐繹義」
訳注稲
（一）
」
（「人
間科学
常磐大学人間科学部紀要」
第三
二巻
第一
号
、
二0
一四
）で
、
「中庸釈義」
の章
立てを
提示した。
参照。
(6)
論語注家極
多。
以朱
注為最、
然亦有不得不訴漢儒訓詰
以求
古義者、
有不得不
与後儒説相参考者、
要当就本文熟読玩味、
或与他経伝相参、
以経證経、
互相発明以眺聖
賢深意所在、
而
如諸家注解、
亦当取以粗通其所不通耳
。
故今伝拠朱注有疑義
則録之
以待識者訂
之。
(7)
安嘗読此書、
見全篇文理
串貫前後照応。
謂読本
書当通観全
篇而求意義所在。
なお、
『中庸釈義」
は茨
城県立歴史
館所蔵
の
会沢家
本に
よる
。
『中庸釈義」
中の
「中庸」
からの
引用は訓
読
文中
に要点に
のみ
カギ
括弧
「」
で示した
。
(8)
四角括弧
[]
内の
、
漢数字
に
つい
ては
「中庸章句」
の章を
指し
、
算用数字
は前掲
「會
澤正志齋
『中庸繹義」
訳注稿
(-）
」
に示した
「中庸釈義」
の節を
指す。
以下同じ。
(9)
子思蓋欲
明道之本
。
故先言性、
以見道之出於天
、
次言道、
以見性之必待
道而
後可率、
終言教、
以見道之必待
教而後
得脩゜
……
可見所重在道也。
然有道而不脩、
則道不
可得而行焉。
故
教之
功最為多。
而中庸
一
篇無
非論脩道
之事
者、
蓋以
此也。
(10)
殊不知子思之意
、
所重在
脩人道。
故以誠之為
責、
而所謂天
道者、
以見道之
所本耳゜
(11)
誠者天之道、
聖人
者其道
既脩癸。
而中庸之書、
則論脩道之
教、
以人
脩人之道、
以学 脩聖
人之道。
故所責在誠之。
誠之
則可以為
誠癸゜
(12)
成己
即需其性。
成物即尽人物之性也。
(13)
尽其性者、
率天命之性
、
而能践其形也。
尽人物之
性者、
忠
恕之極
致、
既尽己性、
使人物亦得尽其性。
(14)
誠者自成、
非特内成
己而止、
亦推以及物、
然後見其為誠
也。
……内
成己、
外成物、
以全性之徳
、
所以
率性也。
故誠者合外
内之道。
……聖
人之教、
合外内之道也。
(15)
本文所謂択善者、
則其要在学問思辮
。
……荀
能学問思辮以
明善、
自父子君
臣夫婦昆弟朋友之交
、
至郊
社諦嘗九経等、
講
究習熟、
可以
施於実事、
而後臨時篤
行之、
是所謂脩道者。
(16)
五者誠之之方。
学問思辮、
択善之
目、
而学知之事。
篤行者、
即固執之者
、
兼安行利
勉而言之
。
知以
明善、
仁以誠
身也。
(90) 
……学
問思辮四者
明善之方、
而所以択
於中庸、
学而知之。
要
必施之行
事。
然其或楡薄、
則不能期月守。
故行要其
篤也。
(17)
是所以誠之之事
。
博審惧明篤、
百倍其功、
雖愚
而其所択善
必明、
雖柔而其所固執必強。
而能成其仁知之
徳者、
以其
勇゜
故能
致百倍之功也。
(18)
達道者上
文脩身
以道之道。
達徳者脩道
以仁之徳
。
……五者
人之道、
而参者性之徳。
以性之徳
、
行人之道、
所以為
率性。
人性皆同、
故其徳与道、
可以
通古今達天下。
而其所
以行之者
、
則亦
一
致也。
蓋知則知五道、
仁則行五道、
勇則能果之。
其徳
雖参、
其致則
一癸
゜
(19)
聖人
制礼、
以教民
中。
而夫
子亦教人
以立於礼
、
所以使人人
行発舜文武
之道也。
(20)
道不遠人、
故不可離、
猶其莫
不飲食。
而愚
民好奇、
亦猶其
嗜異味、
恒食五
穀、
而不知五
穀之為美。
小人無忌憚
者、
為隠
僻之
言詭激之行
、
以眩惑之。
則翠小従而祖述之。
乃若老荘楊
墨、
姑亡論。
至於若
身毒西洋之徒、
則邪説跛行、
為世大嚢最
甚゜
而其本皆坐
於索隠行怪
四字也。
(21)
合外内則執両端、
所以
為中庸。
然必造端夫婦、
而後察
天地。
故自邁及遠、
自内及外。
(22)
蓋鬼神之徳、
誠之
一字
、
可以尽之。
鬼神無仮於形声、
一意
体物、
誠而巳゜
而事神者、
無所容矯飾、
亦誠
而已。
両誠無間
、
其応如
聾゜
(
23
)神
能使人斉明盛
服承祭祀、
人能使神洋洋如在、
両不
可得掠、
至誠相
感而已。
夫誠之感物、
其妙如此癸
゜
而順親斉家、
自通
及遠、
亦皆由其誠
之相感也。
(24)
此挙其順親之
心、
而加諸人。
忠恕之推
、
施諸己
而所
願、
亦
施諸人。
以制斯礼、
使人得
依己
所依之中
庸。
所以
為合外内之
道也。
而其本則順乎
親而巳゜
(25)
凡人物之生、
莫不受体於父祖、
気於天地、
生民之気
体、
即
天地
父祖之
気体、
其所以相
感者、
固自然之符也。
故人情於天
地父
祖、
莫不敬畏追念焉。
而王者
之事帝祀先既
尽其誠敬、
推
而達之人、
使亦得皆伸其敬畏
追念之心焉。
衆心
一斉
、
同事天
地鬼神、
億兆精誠之
所幸、
足以
感神、
神人和合、
亦足以服
億
兆之心。
(26)
王者
為民心
所敬畏追念
之主、
而以臨
万民、
民視王
者如天、
視後
王如先
王、
治教之施、
莫不歓欣聴命、
是治国之
所以易易
也。
事帝祀先、
礼之所最重゜
(27)
高山大毅氏
は
「遅れ
てきた
「古学」
者ー
会沢正志斉
の位置
|」
（「
季刊日本思想史」
第79号
、
二0
ニ―
)
で、
会沢
の学問
を仁斎学
・
祖練学
の融
合と捉え
る。
また
、
近年
の日
本近
世の
「中庸」
に関す
る論文集
に
市来津由彦
・中
村春
作・
田尻祐
一
郎・
前田
勉編
「東アジ
ア海域叢書
5
江戸時代
の中
庸注釈」
（汲
古書院、
二0
―
二）
がある
。
（常槃大学）
(91) 
